
巻頭言「20年記念特別版発刊に寄せて」

　多くの皆様の支えにより、インターネット白書は発刊20年の節目を迎えた。編集委員会の企画メン
バーを代表し、心より感謝を申し上げる。記念となる2016年版では、インターネットの発展に寄与さ
れている著名な方々に10年後のインターネット社会動向を予想し展望していただく特別企画を行って
おり、読者にとって一段と興味深い内容に仕上がったことと願う。
　近年、インターネットを取り巻く環境は、本白書の「10大キーワード」にみられるようにイノベー
ションと重大な変化が多様な領域にわたって同時に発生している。スマートデバイス、ウェアラブル、
ドローン、コネクティッドカーなど続々と登場する新たな“ユーザー”は、2020年には500億を超え
ることが予測され、その前提となるのは IPv6による次世代インターネットである。 従来をはるかに上
回るスケールで増え続ける“ユーザー”から生成されるデータ量は脅威的であり、モバイル、ソーシャ
ルと融合した「IoT」や「人工知能」によるスマートサービスも、モノの価値や人々の行動、ビジネス
にパラダイムシフトを起こしている。
　「シェアリングエコノミー」に代表されるような、あらゆる分野に革命的なインパクトをもたらすイ
ノベーションは、既存の産業や規制に変革を促しながら、インターネットが産業と社会のデジタル化基
盤となる時代の幕開けを告げている。
　一方、世界の新たなインターネット利用者層は、新興国の人々や若者を中心としたデジタルネイティ
ブに移りつつある。国連は「2030アジェンダ」を掲げ、人権としてのインターネット利用を次の10億
人へ拡大するアクションを示すとともに、先進国を含めた世界全体での持続的成長と発展に向けたテー
マとして「インターネット」と「ICT」の重要性を改めて強調している。
　このようにインターネットの社会との関わりが深くなった今、明るい未来を展望したインターネット
利用の大前提として基盤リソースの信頼性と安定性の確保が求められるだけでなく、テクノロジー、ビ
ジネス、サイバーセキュリティ、ガバナンス、ポリシーが広範かつ複雑に関連する時代を迎え、従来の
インターネットコミュニティーの仕組みの中で全体を俯瞰することは難しくなっている。
　本年度のインターネット白書企画メンバーの一員として、本白書がこうしたグローバルレベルの最新
動向を体系的に解説し情報提供すると同時に、日本のインターネットコミュニティーのさらなる発展に
寄与する有益な情報源として役立てられることを期待してやまない。
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